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Ⅰ.調査の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

 １ 調査の目的 

本市における、建築物の高さに関する新しいルール（建築物の高さの最高限度

を定める高度地区）を検討するため、市街地において建築される中高層建築物の

高さについて市民の意向を調査する。 

 

 ２ 調査方法 

 （１）調査期間：平成21年12月1日～12月31日（差出有効期限） 

（２）調査地域：八千代市内全域 

 （３）調査対象者：満20歳以上（平成21年4月1日時点）の男女1,500人 

 （４）抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 

 （５）調査手法：郵送による配布、回収 

 （６）配布数：1,500通（有効1,498通） 

※有効とは、転居等により配布できなかったものを除いた数 

（７）回収結果：回収件数 500件。回収率 33.3％ 

 

地区名 回収数 地区名 回収数 

１ 大和田 23 12 勝田台、勝田 38 

２ 萱田町 15 13 勝田台南 13 

３ 萱田 14 14 米本団地 20 

４ 高津 16 15 村上団地 21 

５ 大和田新田 76 16 高津団地 16 

６ ゆりのき台 34 17 八千代台 89 

７ 桑納、麦丸ほか※1 13 18 緑が丘 22 

８ 村上 25 19 高津東 3 

９ 上高野 28 20 大学町 2 

10 米本ほか※2 7 21 村上南 7 

11 下市場 6 無回答等 12 

※1：桑納、麦丸、吉橋、真木野、神久保、小池、桑橋、佐山、平戸、島田、島田台、尾崎 

※2：米本、下高野、神野、保品、堀の内  
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地区別図（１～21）  
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３ 調査票 
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④居住地域(n=500)

4.6

3.0

2.8

3.2

15.2

6.8

2.6

5.0

7.0

1.2

7.6

2.6

4.0

4.2

3.2

17.8

4.4

0.6

0.4

1.4

2.4

0% 10% 20%

 

 ４ 集計分析にあたって 

 （１）すべての集計は、小数点第2位を四捨五入して算出する。また、すべての選

択肢の比率を合計しても、100.0％にならない場合、割合の最も多い項目を

使用して100.0％になるよう補正を行う。 

（２）回答者比率(％)は、その設問の回答者数を基数(N)として算出した。 

（３）図表では、回答者数０の場合は表示しない。 

  
５ 調査回答者の属性 

 

大 和 田 

萱 田 町 

萱 田 

高 津 

大和田新田 

ゆ り の き 台 

桑納、麦丸ほか 

村 上 

米 本 ほ か 

下 市 場 

勝田台（勝田を含む） 

勝田台南 

米 本 団 地 

村 上 団 地 

高 津 団 地 

八 千 代 台 

緑  が  丘 

高 津 東 

大 学 町 

村 上 南 

無 回 答 等 
（地区不明） 

（4 .7%）  

（2 .6%）  

（2 .1%）  

（4 .4%）  

（15 .6%）  

（5 .8%）  

（2 .9%）  

（11 .4%）  

（1 .1%）  

（7 .3%）  

（3 .8%） 

（4 .3%） 

（4 .9%） 

（18 .9%） 
（4 .3%） 

（1 .0%） 

（0 .9%） 

（2 .2%） 

※阿蘇 

①性別(n=500)

無回答等
0.4%

男性
41.4%

女性
58.2%

男性 女性 無回答等  

②年齢(n=500)

7.6

17.6

17.0

14.8

23.4

13.4

5.8

0.4

0% 10% 20% 30%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答等

 
※（ ）は、満 20 歳以上（H21.4.1 時点）市在住の男女構成比 

※（ ）は、満 20 歳以上（H21.4.1 時点）市在住の年齢構成比 

（13 .5%）  

（21 .8%）  

（17 .2%）  

（14 .6%）  

（17 .8%）  

（10 .8%）  

（4 .3%）  

（49 .5%）  

（50 .5%）  

会 社 員  

自 営 業  

農 業  

公 務 員  

主 婦  

学 生  

無 職  

そ の 他  

無 回 答 等  

③職業(n=500)

28.8

5.6

1.0

2.8

31.2

1.2

20.2

8.6

0.6

0% 10% 20% 30%

 

※（ ）は、満 20 歳以上（H21.4.1 時点）市在住の居住構成比 

回答者の属性情報から、性別では、市

全体と比較し男女比において若干の差

が生じているが、年齢、居住地域につい

ては市全体における構成比と著しい差

は見られない。 

 

（1 .8%）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

Ⅱ.調査結果 
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戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区

40.8

39.2

39.9

25.0

37.0

32.3

38.4

36.0

85.7

33.3

44.7

46.1

30.0

47.6

49.9

43.9

41.0

66.7

50.0

41.7

27.6

34.8

26.7

57.3

43.7

26.5

30.8

16.0

50.0

31.6

38.5

20.0

23.8

18.8

25.8

31.8

12.5

10.7

10.0

4.8

7.9

5.9

9.5

16.7

5.9

13.6

17.4

20.0

7.1

11.8

20.6

7.7

20.0

16.7

5.3

7.7

15.0

9.5

12.5

15.7

9.1

14.3

8.3

21.4

53.6

42.8 28.6

10.7

35.5

50.0

7.7

9.2

6.7

9.2

5.9

15.4

28.0

13.2

12.5

25.0

4.5

6.3

5.0

14.3

3.9

7.1

14.3

3.6

4.3

2.6

6.7

8.3

2.2

1.3

4.5

4.8

5.0

1.8

7.1

33.3

9.1

4.5

15.0

2.6

3.6

7.7

2.9

1.3

4.3

3.4

21.4

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の制限のままで良い 6階程度（概ね18ｍ） 8階程度（概ね24ｍ）
10階程度（概ね30ｍ） 12階程度（概ね36ｍ） その他
無回答等  

Ⅱ 調査結果 

 （１）戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区 

 

１ 単純集計結果（無回答等を含む） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=500） 

大和田（n=23） 

萱田町（n=15） 

萱田（n=14） 

高津（n=16） 

大和田新田（n=76） 

ゆりのき台（n=34） 

桑納、麦丸ほか（n=13） 

村上（n=25） 

上高野（n=28） 

米本ほか（n=7） 

下市場（n=6） 

勝田台、勝田（n=38） 

勝田台南（n=13） 

米本団地（n=20） 

村上団地（n=21） 

高津団地（n=16） 

八千代台（n=89） 

緑が丘（n=22） 

高津東（n=3） 

大学町（n=2） 

村上南（n=7） 

無回答等（n=12） 

(地区不明) 
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戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区

47.2

47.4

50.0

30.8

41.8

40.7

41.7

45.0

85.7

40.0

47.2

50.0

35.3

52.6

57.1

52.0

45.0

66.7

50.0

45.5

52.8

52.6

50.0

76.9

69.2

59.3

58.3

55.0

14.3

60.0

52.8

50.0

64.7

47.4

42.9

48.0

55.0

54.5

23.1

68.2

50.0

33.3

50.0

31.8

50.0

58.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の制限のままで良い 階数選択

 

市全体（n=432)

階数選択
52.8%

現在の制限
のままで良い
47.2%

現在の制限のままで良い 階数選択
 

２ 戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区における、 

  絶対高さ制限の指定意向（有効票のみ） 

 

無回答を除く回答票を基に、「現在の制限のまま

で良い」、「階数を選択」の 2種類に分類すると、市

全体では、意向はほぼ同率であった。 

回答者の居住地別にみると、上高野、米本ほか（米

本団地を除く）、高津団地、高津東などに居住する

市民は、現在の制限のままで良いという割合が高い

結果となった。（高津東は回答者が 3 名であるため

留意が必要。） 

一方で、萱田、高津、米本団地などに居住する市

民は、高さ制限を望む割合が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=432） 

大和田（n=19） 

萱田町（n=12） 

萱田（n=13） 

高津（n=13） 

大和田新田（n=67） 

ゆりのき台（n=27） 

桑納、麦丸ほか（n=12） 

村上（n=20） 

上高野（n=22） 

米本ほか（n=7） 

下市場（n=5） 

勝田台、勝田（n=36） 

勝田台南（n=12） 

米本団地（n=17） 

村上団地（n=19） 

高津団地（n=14） 

八千代台（n=75） 

緑が丘（n=20） 

高津東（n=3） 

大学町（n=2） 

村上南（n=6） 

無回答等（n=11） 

（地区不明） 
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戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区

60.5

80.0

66.6

77.8

69.2

56.2

57.1

36.4

100.0

63.1

83.3

36.3

55.6

50.0

63.9

63.6

20.2

16.7

22.2

12.5

28.6

63.6

26.3

16.7

18.2

11.1

33.3

19.4

50.0

10.0

100.0

9.1

22.2

9.1

12.5

11.1

16.7

6.3

14.3

14.3

80.0

42.9

66.7

42.9

100.0

17.9

7.9

16.7

10.0

7.7

12.5

5.3

16.7

33.3

33.3

3.9

9.1

5.6

9.1

2.6

100.0

11.1

2.6

18.2

27.3

5.3

10.0

10.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6階程度（概ね18ｍ） 8階程度（概ね24ｍ） 10階程度（概ね30ｍ） 12階程度（概ね36ｍ） その他

 

３ 戸建住宅や共同住宅が共存している中層建築物を誘導する地区における、 

  建物階数の選択傾向（有効票のみ） 

階数を選択した回答者を階数別に集計すると、

6 階程度を選択した回答者が最も多い結果となっ

た。 

回答者の居住地別でみると、大和田、萱田、下

市場、勝田台南で 80％以上の回答者が 6階程度を

選択している。（下市場は 100％であるものの回答

者が 3名であるため留意が必要。） 

一方で村上、上高野、高津団地等においては 6

階程度を選択する回答者の割合が高いものの、他

の地域に比べ 8～10 階程度の選択率が高かった。 

また、最も高い 12 階程度を回答した割合をみ

ると、ゆりのき台、米本団地、村上団地、緑が丘

地区が他の地区に比べて選択率が高い結果とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=228)

8階程度

（概ね24ｍ）

20.2%

6階程度

（概ね18ｍ）

60.5%

10階程度

（概ね30ｍ）

7.9%

その他

7.5%

12階程度

（概ね36ｍ）

3.9%

6階程度（概ね18ｍ） 8階程度（概ね24ｍ）

10階程度（概ね30ｍ） 12階程度（概ね36ｍ）

その他

市全体（n=228） 

大和田（n=10） 

萱田町（n=6） 

萱田（n=10） 

高津（n=9） 

大和田新田（n=39） 

ゆりのき台（n=16） 

桑納、麦丸ほか（n=7） 

村上（n=11） 

上高野（n=7） 

米本ほか（n=1） 

下市場（n=3） 

勝田台、勝田（n=19） 

勝田台南（n=6） 

米本団地（n=11） 

村上団地（n=9） 

高津団地（n=6） 

八千代台（n=36） 

緑が丘（n=11） 

高津東（n=1） 

大学町（n=1） 

村上南（n=3） 

無回答等（n=6） 

（地区不明） 

（5 階以下：17 人） 
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駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区

37.8

21.7

33.2

25.0

42.1

32.4

46.1

40.0

85.7

33.3

42.1

46.1

50.0

47.6

56.1

32.6

27.35

66.7

50.0

25.0

17.6

26.1

6.7

21.4

31.1

17.6

15.4

12.0

33.3

18.4

23.1

10.0

4.8

12.5

18.0

27.35

16.7

8.7

12.5

14.3

15.0

23.8

9.0

4.5

7.0

8.7

6.7

5.9

15.4

8.0

9.5

50.0

8.3

11.8

10.7

14.6

26.1

20.0

14.3

14.5

20.6

7.7

20.0

33.3

7.9

7.7

10.0

9.5

6.3

16.9

4.5

14.3

16.7

28.6

39.2

21.4

22.4

10.7

14.3

16.7

42.8

12.5

15.8

8.0

7.7

8.8

7.9

35.8

20.0

12.2

23.1

2.6

3.6

7.1

6.3

7.9

6.3

10.1

9.1

8.2

8.7

6.7

12.0

14.3

13.2

5.0

4.8

22.7

3.9

6.3

11.2

8.3

2.6

6.7

6.3

1.3

2.9

7.7

3.6

10.0

2.2

4.5

33.3

8.3

18.8

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の制限のままで良い 8階程度（概ね24ｍ） 10階程度（概ね30ｍ）
12階程度（概ね36ｍ） 14階程度（概ね42ｍ） その他
無回答等  

（２）駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区 

 

１単純集計結果（無回答等を含む） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=500） 

大和田（n=23） 

萱田町（n=15） 

萱田（n=14） 

高津（n=16） 

大和田新田（n=76） 

ゆりのき台（n=34） 

桑納、麦丸ほか（n=13） 

村上（n=25） 

上高野（n=28） 

米本ほか（n=7） 

下市場（n=6） 

勝田台、勝田（n=38） 

勝田台南（n=13） 

米本団地（n=20） 

村上団地（n=21） 

高津団地（n=16） 

八千代台（n=89） 

緑が丘（n=22） 

高津東（n=3） 

大学町（n=2） 

村上南（n=7） 

無回答等（n=12） 

（地区不明） 
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市全体（n=427)

現在の制限
のままで良い
44.3%階数選択

55.7%

現在の制限のままで良い 階数選択
 

駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区

44.3

29.4

41.7

30.8

49.2

40.7

50.0

50.0

85.7

50.0

45.7

50.0

55.6

52.6

60.0

39.2

28.6

66.7

50.0

30.0

55.7

70.6

58.3

75.0

69.2

59.3

50.0

50.0

14.3

50.0

54.3

50.0

44.4

47.4

40.0

60.8

71.4

70.0

25.0

47.8

33.3

33.3

66.7

52.2

50.0

50.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の制限のままで良い 階数選択

 

２ 駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区における、 

  絶対高さ制限の指定意向（有効票のみ） 
 

無回答を除く回答票を基に、「現在の制限のままで良い」、

「階数を選択」の 2 種類に分類すると、市全体では、「階数

を選択」が若干半数を上回っている。 

また、回答者の居住地別にみると、米本ほか、米本団地、

村上団地、高津団地、高津東などに居住する市民は、現在の

制限のままで良いという割合が高い結果となった。（高津東

は回答者が 3名であるため留意が必要。） 

一方で、大和田、萱田、高津、八千代台、緑が丘、村上南

などに居住する市民は、高さ制限を望む割合が高い結果とな

った。 

また、先の「（１）戸建住宅や共同住宅が共存している中

層建築物を誘導する地区」における調査結果と比較すると全

体としては、「階数を選択」した人が増えており、地区別で

見ると大和田、上高野、八千代台、緑が丘、村上南地区で階

数を選択した人の割合が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=427） 

大和田（n=17） 

萱田町（n=12） 

萱田（n=12） 

高津（n=13） 

大和田新田（n=65） 

ゆりのき台（n=27） 

桑納、麦丸ほか（n=12） 

村上（n=20） 

上高野（n=23） 

米本ほか（n=7） 

下市場（n=4） 

勝田台、勝田（n=35） 

勝田台南（n=12） 

米本団地（n=18） 

村上団地（n=19） 

高津団地（n=15） 

八千代台（n=74） 

緑が丘（n=21） 

高津東（n=3） 

大学町（n=2） 

村上南（n=6） 

無回答等（n=10） 

（地区不明） 
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市全体（n=238)

14階程度
（概ね42ｍ）
17.2%

その他
5.5%

12階程度
（概ね36ｍ）
14.7%

8階程度
（概ね24m)
37.0%

10階程度
（概ね30ｍ）
25.6%

8階程度（概ね24ｍ） 10階程度（概ね30ｍ）

12階程度（概ね36ｍ） 14階程度（概ね42ｍ）

その他
 

駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区

37.0

49.9

14.3

55.6

51.5

37.4

33.3

30.0

100.0

36.8

50.0

25.0

11.1

33.3

35.6

40.0

28.6

25.6

16.7

42.8

55.6

22.2

18.8

16.7

20.0

31.6

50.0

37.5

55.6

33.3

17.8

6.7

28.6

16.7

11.1

8.3

22.2

20.0

13.3

17.2

16.7

14.3

25.0

30.0

26.3

11.1

14.3

6.3

16.7

8.3

33.3

25.0

25.0 75.0

33.4

18.2

100.0

14.7

14.3

11.1

18.2

12.5

33.3

20.0

5.3

16.7

14.3

33.3

22.2

16.7

12.5

100.0

9.1

25.0

14.3

100.0

4.4

3.0

11.1

6.7

25.0

14.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8階程度（概ね24ｍ） 10階程度（概ね30ｍ） 12階程度（概ね36ｍ） 14階程度（概ね42ｍ） その他

 

３ 駅周辺の住宅地や団地（米本・村上・高津団地）等で中高層建築物を誘導する地区における、 

  建物階数の選択傾向（有効票のみ） 

階数を選択した回答者を階数別に集計すると、8

階程度を選択した回答者が最も多い結果となった。 

回答者の居住地別にみると、地区によりかなりの

ばらつきが見られる。大和田、高津、大和田新田、

下市場、勝田台南で 50％以上の回答者が 8階程度を

選択している。（下市場は 100％であるものの回答者

が 2名であるため留意が必要。） 

一方で 8階以上の選択肢では、10階程度の選択率

が高く、萱田町、萱田、勝田台南、村上団地、村上

南などで 40％以上の割合となっている。（村上南は

75.0％であるものの回答者が4名であるため留意が

必要。） 

また、最も高い 14 階程度を回答した割合をみる

と、ゆりのき台、村上、上高野、勝田台、緑が丘地

区が他の地区に比べて選択率が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体（n=238） 

大和田（n=12） 

萱田町（n=7） 

萱田（n=9） 

高津（n=9） 

大和田新田（n=33） 

ゆりのき台（n=16） 

桑納、麦丸ほか（n=6） 

村上（n=10） 

上高野（n=12） 

米本ほか（n=1） 

下市場（n=2） 

勝田台、勝田（n=19） 

勝田台南（n=6） 

米本団地（n=8） 

村上団地（n=9） 

高津団地（n=6） 

八千代台（n=45） 

緑が丘（n=15） 

高津東（n=1） 

大学町（n=1） 

村上南（n=4） 

無回答等（n=7） 

(地区不明) 

(6 階以下：9 人 20 階以上：4 人) 




